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豹

繊蚕墓鰄鮮臓蛎禦,脚噸削懲職紅
いことです。でも、安全性だけでなく、快適な環境づくりや景観を大切

にして城下町として松岡の歴史的な特徴を演出することには、予想以

上のお金と時間がかかるものだと改めて実感しました。松岡地区に限

らず、各地区にもそれぞれの特徴があると思いますので、市内各所に

地域の顔となる場所が出来ることを望んでいます。
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平成8年度の主な事業紹介

6～7p働くお父さんとお母さんを応援します
放課後児菫対策事業が始まる



浄
輔
苧
轍

豊
か
で

個
性
の
あ
る
ま
ち
へ

篭

》
《
豊
か
お
自
黙
誼
瀝
亜
曲
這
涯
稚
ど
に
恵
ま
れ
た
高
萩
市
。
こ
れ

ら
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
ふ
潤
い
に
満
ち
た
豊
か
で
住
み
よ
い

都
市
と
？
ル
エ
発
展
也
蕪
か
乏
筵
醗
壹
司
句
三
和
証
は
計
画
油
に
ま
ち
弓
＆

ぐ
り
を
進
め
て
い
認
識
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〆
・
毎
蕊
？
毎
五
五
口
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各
施
設
の
整
備
蛇
管
理
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福
祉
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教
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関
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事
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時
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窪
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対
応
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忽
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駒
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な
ど
、

高
萩
雨
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Ｊ
み
な
さ
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と
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も
隆
二
歩
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あ
？

ろ
ま
ち
八
と
変
化
し
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い
ま
息
〆
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搦
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や
か
な
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韻
瞬
設

た
。
こ
こ
で
は
、
八
年
度
の
主
な
事

韓
鼎
》
〉
齢
、
雫
輔
瀧
溌
舞
難
麓
噌
》
寺
、
、
、
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、
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志
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淫
垂
《
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L望

土地利用と

水資源の確保

安らぎのある空間づくり
しんそなれ

国道6号から新磯馴橋までの長さ約408
やちがわ

メートルの谷地川の上の緑のみちは、樹

木や石などを取り入れて安らぎのある空

間づくりを重視した公園です。 し

表紙の写真は、下手綱地区に完成した

関根橋。橋の手前には、車38台を収容で

きる駐車場も完成しました。これは、松

岡地区の歴史や自然の息吹が感じられ、

楽しく歩けるまちなみ整備として、 4年

度から年次計画で取り組んでいるもので

す。▼

ｰ

鱸
蔦騨苓

灘
;

鎌
恥

蒋聞

輔

鱗識
､職;?

』
Ｉ

小山ダムの仮排水路トンネルが完成

大北川上流の横川地区に建設中の小山ダムは、ダム

の高さ65メートルで、総貯水量は1,660万立方メー

トル。県内一の規模をもつこのダムは、 18年に完成

予定です。昨年の6月には、仮排水路トンネルが完

成し、通水前に一般公開されました。
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i"
浮ぶ

海
へ

誘
つ

歩
道

シールックロード（海へ通じる道路）の愛

称を持つ都市計画道路3･5･11号の駅東口

から東幼稚園までの歩道317メートルの整

備が終りました。

浸水の影響を解消するために

進めてきた本町の都市下水路

の整備が、残すところ124メ

ートルになりました。 2年後

には、長さ1,060メートルの

都市下水路が完成します。

ー

I
花貫市営住宅が5棟並ぶ

人間優先の

生活環境づくり
5年度から進めてきた高浜町の花貫市営住宅の建設。 8年度は

2棟完成し、全部で5棟になりました。住宅内は、段差を極力

糠灘鍵灘熟職離
蕊；

ユニティ消防センター▼

零
鞭
蕊
一

ｰ

I
I 】

;｜
；；

鷺住宅団地

グリーンタウンてつな

完成すると651戸分の区画を持つ

上手綱地内のグリーンタウンてつ

なの粗造成が終わりました。 9年

度で整地して来年の3月から分譲の予定です。

l区画の平均面積は、 270平方メートルです。
消防施設の充実

石滝地区の消防団第8分団で

は、小型動力ポンプ付積載車

の配置と消防詰所を新築。秋

山北方地区の第5分団には、

消防詰所を新築し、 さらに本

町地区の貯水槽を改修し、市

街地における災害時のための

防火施設を整備しました。

鍵÷

▲石滝コミュニティ消防センター
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平成8年度の主な事業紹介’

心豊埜竺 学校施設東小学校の普通教室
棟が完成し、 9年度文

化
財
な
ど
を
収
録

▼秋山中学校の体育館 職員室など

別教室棟の

まります。

校の南校舎

装や秋山中

育館なども

した。

からは、

鞠2鞭堂鰯駕濟隠
行して学校や関係機関に配布しました。

＝

新庄まつりに

親子で参加

友好都市の山形県新庄市

の新庄まつりに親子26人
やたい

が参加し、華麗な山車を

引きました。元年に友好

都市となり、両市間では、

踊りの会や小学生による

交歓訪問などが行われて

います。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

ー

高浜運動広場のテニスコートに夜間照明が

付いて、夜も利用できるようになりました。

健康で安らかな

地域社会づくり(仮称）総合福祉センター建設へ

生きがい対策と在宅支援、保健予防の3つを

柱に、各種の福祉医療サービスを提供するセ

ンターの基本設計が出来ました。これを基に

市民のみなさんの要望などを取り入れて実施

設計を行い、 10年度から建設に着手します。

建設場所は、春日町の第3駐車場の敷地を予

ホームヘルパー2人増員

在宅福祉を支援するホームヘ

ルパーを2人増員し在宅サー

ビスの拡充を図りました。 7

年度からはじめた地域ケアシ

ステムの一員として、在宅者

の生活を支援しています。

ｰ

定しています。
機能訓練送迎車

｢すこやか」を運行

すこやかは、保健センターで

月3回行っているリハビリ教

室に通うみなさんのための送

迎車で、車イスでも楽に乗り

降りが出来ます。

心の病から回復しつつあるみなさんが、軽作業を行う

ことにより、 自立と社会活動の参加を目的にした通所

施設が開所しました。この施設は、高萩地方家族会の

熱意により、県と市が支援したものです。建物は、約

46平方メートルの平屋建てで定員は13人、指導には、

元精神保健センターの専門家があたっています。

』
■I



一
蠅
勤
対
調
鯆

東本町の地籍の現地調査

蕊
()蛾 津：

〉
》
一

恥

ｆ
■
Ｊ
１
●
、
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ

Ｆ
、
誰

土地所有者220人が対

象となった東本町を中

心とする約0.32平方キ

ロメートルの地籍の現

地調査が行われました。

9年度の対象地区は駅

の東西周辺で、 この地

区が終わると都市計画

区域内（県道日立いわ

き線の東側）全域の調

査が完了します。

赤浜地区T業団地、

地域振興整備公団が進

めてきた工業団地の23.

2ヘクタール分は7区

画で、昨年10月から分

譲が始まっています。

市が進めてきた14.7v､

クタールのうちの2区

画分は、今年の10月か

〆、
昇

函f '’
一

ｰ一…｡

、 蕊諒

翻
弐一酎

我
貯
溌

与野HP陽鐙ギ〆
、

＃内．､ﾍ－毛J

巖-髭
群

｛
'軸

詮‘＝霊馬 L‘

， ､‘増

鷺
蕊職

藤

讃

懇
堂錘

ぷ
＃

い
）

アウトドア・ライフを満喫できます ら分譲が始まります｡,
給水量に限りのあった小滝沢キャンプ場の水場を改良し、

いつでも利用できる給水施設にしました。国道461号の

花貫バイパスの完成により、旧国道は、交通量が少なく

なり、渓谷美を堪能する散策道へと様変わりしています。 'つの地反【デイ2つの地区に街路灯を新設

ほ場整備

6年度から始まった松岡地区の水田46ヘ

クタールの区画整理事業。第2工区22.1

ヘクタールの整地が終わり、 この春から

作付けが始まりました。

子季

ー

各商店街の協力のもとで始まった街路灯の設置。松岡地

区(写真右)と市役所通りを含む大和町商店街周辺にも、

特色ある街路灯が付きました。

F 両

まちづくりを支える

行財政の運翼
L」

市では、豊かで住みよいまちづくりのための各種の事

を進めています。事業を進めるにあたっては、事務の

直しや経費の節減などを図って効率的に進めています

これらの仕事については、毎月発行する市報「たか

ぎ」などを通して紹介しています。

溌一幹ざ

鶴
呼

財吋r

¥｡

■ ・ f蕊蓉＆蕊
毛ざ雪どき
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｢ゆうゆうクラブ」 （有明町） 盆23-7643

「異なった年齢の子どもたちの集団からは、学ぶべきものが多く

ありますので、それらを引き出せるような運営に心がけています。

また、地域の高齢者のみなさんとの交流にも取り組んでいきたい

と思っています」と館長の塩沢幸一さん。

働 1 ;"11I

父
さ
ん
と

＜母
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
○

放
課
後
児
童
対
策
事
業
が

一
始
ま
る

ー

、
学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
い
つ

川
Ｊ
ぱ
い
で
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
両
親
と
も
に
仕
事
を
持
っ
て
い

る
よ
う
な
場
合
は
、
新
し
い
不
安
に
出
会
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
帰
り
の
早
い
子
ど
も
が
一
人
で
家
に
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

核
家
族
化
が
進
み
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中

で
、
両
親
と
も
に
仕
事
を
持
ち
、
だ
れ
も
い
な
い
家

に
子
ど
も
が
一
人
で
過
ご
す
よ
う
な
家
庭
が
年
々
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
昔
は
ど
の
地
域
に
も
「
ガ
キ
大

将
」
が
い
て
、
放
課
後
は
地
域
の
中
で
仲
間
を
作
り
、

年
齢
を
超
え
た
遊
び
を
と
お
し
て
、
社
会
的
ル
ー
ル

な
ど
を
学
ぶ
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
数
が

少
な
く
、
地
域
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
今
で
は
、
そ
れ
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し
て
、

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
を
預
か
っ
て
も
ら
う
『
児
童

ク
ラ
ブ
」
（
放
課
後
児
童
対
策
事
業
）
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

今
雌
蕊
難
院
覇
灌
恥
輔
輔

と
、
高
萩
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
し
た
「
あ
お
ぞ

ら
学
童
ク
ラ
ブ
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

東
小
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
「
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」

は
、
こ
の
事
業
の
た
め
に
改
装
さ
れ
た
建
物
内
に
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
活
動
す
る
場
所
は
、
い
す

ｰ

「
旗
課
後
、
家
に
は
だ
れ
も
い
な
い
家
庭
の
尾

童
を
社
会
福
祉
法
人
の
施
設
で
預
か
り
、
異
な

る
年
齢
の
集
団
の
中
で
生
活
習
慣
を
学
び
、
遊

び
を
提
供
す
る
一
児
童
ク
ラ
ブ
』
（
放
課
後
児

童
対
策
事
業
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

＄
砧
〕
；
域
や
串

Ｊ

■
一
＆
》
霊
園
号
で
は
、
こ
の
事
業
と
児
童
ク
ラ
ブ
の

聡
勧
ぬ
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
．
■

Ｌ

－

1日
ノし

り
、
異
な

学
び
、
遊

安心して働くことができますね。

志田美智子さん（有明町）と
なゆみ

｢ゆうゆうクラブ｣に通う奈弓さん(東小2年:左）
あかn

右はお姉さんの朱里さん(東小4年)。

ず
っ
と
待
ち
望
ん
で
い
た
児
菫
ク
ラ
ブ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
言
っ
て
い

た
の
で
、
す
ぐ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
今
ま
で

は
、
祖
父
母
に
預
け
て
い
ま
し
た
が
、
姉
妹
だ

け
で
遊
ぶ
こ
と
も
少
な
く
、
ま
た
道
路
で
遊
ん

で
い
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ

っ
と
心
配
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

福祉事務所

内線356

6



｢あおぞら学童クラブ」 （高萩） 窓23-5088

高
齢
者
叙
勲

勲
五
等
双
光
旭
日
垂
早

「自然に学ぶ意欲を持った子どもたちを育てていきたいですね。

そのためにも、手づくりの菜園動物の飼育など、 自然の動植物

にふれる環境を作っていきたいと思っています」と社会福祉法人

「博洋会」理事長の大平洋一さん。

Ｉ
＃

一
一

＃

謹蕊懇
琴拳、

＃繕r軍墾とりじろう

横山酉二郎さん(高浜町）
横山さんは、昭和4年に多賀郡鮎川尋常高等

小学校に奉職されたのち、昭和43年北茨城市立

富士ケ丘小学校を退職するまでの39年間にわた

り、学校教育の振興に尽力されました。特に、

戦後の混乱期にあっては、民主的平和教育に熱

心に取り組まれました。

.､雲びの声； ： 〃

日立鉱山のある本山地区の小学校に16年余り

勤めていたことがなつかしく思い出されます。

戦中は鉱山の全盛時代で、児菫数も2千人を超

える日立でも一番大きな学校でしたね。叙勲は

夢にも思っていませんでしたので驚いています

‐
》

と
机
が
並
ぶ
教
室
の
よ
う
な
部
屋
と
、
隣
り
に
位
置

す
る
畳
の
部
屋
で
す
。
間
も
な
く
庭
も
完
成
し
、
野

外
で
の
活
動
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

週
三
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
校
生
た
ち
が
参
加
し

て
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
「
あ
お
ぞ
ら
学
童
ク
ラ
ブ
」
は
、
あ
お
ぞ

ら
保
育
園
の
旧
園
舎
を
使
っ
て
ス
タ
ー
ト
。
広
い
庭

に
は
木
の
枝
を
利
用
し
た
ぶ
ら
ん
こ
な
ど
の
他
、
菜

園
も
計
画
さ
れ
、
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
専
任
の
指
導
貝
か
ら
手
作
り
の
竹
笛
や

弓
作
り
を
教
わ
る
な
ど
、
遊
び
道
具
を
自
分
た
ち
で

作
る
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
異

な
る
年
齢
の
集
団
の
持
つ
特
性
と
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
、
専
任
の
指
導
員

が
遊
び
や
学
習
な
ど
の
指
導
に
あ
た
り
、
楽
し
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国税モニターに鈴木榮さん(赤浜）

鈴木さんが、平成9年4

月1日から平成10年3月

31日までの1年間関東

信越国税局管内日立税務

署国税モニターに委嘱さ

れました。国税について

の意見を寄せください。

ー

高萩市民間交通指導隊の新しい隊員です

市民のみなさんが交通事
りっしよう

故にあわないよう、立哨

活動をはじめとした交通

安全活動に取り組んでい

きます。よろしくお願い

します。

たくさんの友だちと遊べるのがいいですね。

山崎順子さん（安良川）と
｢あおぞら学菫クラブ」に通う
たかひろ

貴大さん（高小1年）
仕
事
の
終
わ
る
時
間
が
遅
く
、
子
ど
も
と

い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
時
間
が
少
な
か
っ
た
の
で
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
た
く
さ
ん
の

お
友
だ
ち
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
の
を
見
て

安
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
で
は
経
験
で
き
な

い
よ
う
な
昔
の
遊
び
を
教
え
て
い
た
だ
く
先
生

に
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
通
わ
せ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

I

白根義勝さん(島名）

大平敏明さん(高萩） 鈴木正人さん(有明町）
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み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
た
平
成
七

年
度
の
ご
み
は
、
二
万
ト
ン
を
超
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
の
ご
み
処
理
の
た
め
に
三
億

五
千
万
円
を
超
え
る
お
金
を
使
い
ま
し

た
。
七
年
度
の
稼
働
日
数
は
二
九
七
日

で
し
た
の
で
、
一
日
当
た
り
約
二
八

万
円
も
の
お
金
を
使
っ
て
、
ご
み
を
処

理
し
た
と
い
え
ま
す
。

表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
量
と

そ
れ
を
処
理
す
る
の
に
必
要
な
経
費
は
、

正
比
例
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
ご
み
が

た
く
さ
ん
出
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
処
理
経

費
が
か
さ
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

｜
日
当
た
り
の
ご
み
処
理
費
鬮
簿

約
二
八
万
円

経費節減
と

焼却炉の維持
ご
み
処
理
経
費
の
中
で
増
え
て
い
る

の
が
、
燃
え
る
ご
み
を
焼
却
す
る
二
つ

の
焼
却
炉
の
修
理
代
で
す
。
設
置
か
ら

一
五
年
が
過
ぎ
た
今
、
炉
が
老
朽
化
し
、

ど
ち
ら
か
一
方
が
修
理
を
要
す
る
よ
う

に
な
り
、
二
つ
同
時
に
稼
働
す
る
日
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

が
主
な
原
因
で
す
。
燃
え
る
ご
み
の
中

お
金
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税

金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ら
な
く
な

っ
た
物
に
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
お

金
を
使
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
も
っ
た

い
な
い
こ
と
で
す
。

分
別
さ
れ
な
い
ご
み
が
原
因

焼
却
炉
の
劣
化
は

の
た
め
に
ご
み
の
減
量
と
分
別
を

|熟
’

３
５
０

円

ー

３ ００

へ
ご
み
の
処
理
経
費
血

く

７
－ ０

5,111万|リ
nJ瓦

J幅

ご
み
の
処
理
総
量
Ｉ

ｔ

ｏ
０００

鄙

段

０

０
０
０

０
０
０

１

０
８

２
２
１

｜
iA

に
缶
や
ピ
ン
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

な
ど
、
性
質
の
違
う
ご
み
が
混
じ
っ
て

焼
却
さ
れ
る
こ
と
で
、
炉
の
内
側
を
劣

化
さ
せ
て
き
た
か
ら
で
す
。
処
理
経
費

が
か
さ
む
の
は
、
分
別
が
守
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
の
焼
却
炉
で
は
、
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
類
の
焼
却
処
理
は
出
来
ま
せ
ん
。

も
し
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
類
が
燃
え
る
ご

み
に
混
じ
っ
た
ま
ま
焼
却
す
る
と
、
有

害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
や
す
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
で

は
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
替
わ
る
新

ご
み
の
分
別
は

環
境
へ
の
悪
影
響
を
防
止

L
『
霊

上

250

16,386t

'6,000]約m
T I ↑200

工－
１

平成
元年

、ゴ ニーユ

7fl2 3 4 5 6

ごみの処理総量と処理経費
し
い
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
調
査
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
多
様
化
し
た
ご

み
を
処
理
し
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
が

も
っ
と
可
能
に
な
る
新
し
い
施
設
を
建

設
し
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
処
理
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
の
で

す
。

新
し
い
処
理
施
設
が
出
来
る
ま
で
は
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
ご

み
を
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

炉
の
維
持
と
環
境
へ
の
悪
影
響
を
防
止

す
る
た
め
、
分
別
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

高萩市・十王町事務組合盆22-2917

8



竺.､

顔

て不法投棄防止監視員(敬称略） 不法投棄のないまちづくりを進め
轆識

ミミ ､. 二鱒時子腱ﾐ
1名,.;韻舞雫詰,瀞

#;誘惑
,乳,,’ず,;騨噌iザ？
＃'｡ , 』独藍

山:'-,-‘､諭蝿罐

匿稠爾豪晒区

’
監視員 電話

23-3222

23-4546
平
成
六
年
一
○
月
に
発
足
し
た
不

法
投
棄
防
止
監
視
員
制
度
に
よ
る
監

視
員
の
活
動
が
、
今
年
四
月
か
ら
二

期
目
に
入
り
ま
し
た
。

不
法
投
棄
防
止
監
視
貝
は
、
定
期

的
に
受
け
持
ち
地
区
の
巡
回
を
行
い
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
現
状
を
報
告
書

に
ま
と
め
て
生
活
環
境
課
へ
提
出
し

て
い
ま
す
。
同
課
で
は
、
こ
の
報
告

書
を
も
と
に
投
棄
者
を
捜
し
出
し
て

処
理
さ
せ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
身
近
で
活
動
し
て
い

る
不
法
投
棄
防
止
監
視
員
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
！

本町､春日町大和町 安藤啓次

寺門庄二肥前町､東本町肩緬
函
一 佐藤定昭 23-3931

22-5534

23-1635

柴田 香
高萩

吉村 一

安良川

石滝

島名

一
鼬

鈴木次男 22-4715

23-0412

23-0527

23-6575

23-1928

23-1245

23-0560

23-0505

28-0916

28－0634

280508

上手綱

下手綱

球根を差し上げます真鍋 博

坂本勝正

石滝地区の国道6号沿いに花を咲

せていた約5千株のカンナの球根

差し上げます。

対象市内の幼・保育所(園)、小・

中学校､子ども会､企業などの団体。

配布量希望に応じて配布いたし

ますが、最大で約100株程度。

申込 5月15日嗣から20日㈹まで

に、所定の申込書に記入の上、 申

し込み。 ＊士． 日曜日は除く。

配布日 5月23日(金)午前10時から

市役所第2庁舎わきで配布。

生活環境課内線362

篠原

鈴木

大森

皆川

敏彦

守

啓三

仁介

高戸

赤浜
ー清

一
武

渡辺

相川若栗

横川
琳

謙

一

銃

圭
口
｜
｜
｜

都
喜
基

下君田
28－()324

28-0257

28－()455

鈴木

姜田

清吉

稔美
卜君田

霞

一

津

鈴木

佐川

０
９
７

０
２
２

５
７
９

０
０
０

８
８
８

２
２
２大能 佐川敬文

弓野重春 ４
６

３
４

９
８

０
０

８
８

２
２

唐
川

I菊
三
地信夫''28-()846
代政男||22-5074 高

萩
市
国
際
交
流
協
会
の
主
催
す
る
海
外
派
遣
事
業
が
行
わ

れ
、
市
内
の
中
学
生
三
○
人
が
ハ
ワ
イ
州
の
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園

を
訪
れ
ま
し
た
。
学
園
で
は
英
語
に
よ
る
授
業
へ
の
参
加
や
日

本
文
化
の
一
つ
と
し
て
剣
道
を
紹
介
す
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
し
ま
し
た
。

＆
割
海
外
は
初
め
て
で
、
見
る
も
の
す

一
査
場
．

』

必〆 、
学園牛捷のホームステイ募集

………〃"諏

カメ八メ八学園の生徒たちが昨年に
, <､ 獣 ､ ’

<職いてやう壷篭ます｡〆高談露国際交流J：

イを受け入れる家庭を募集しています。 （松岡中3年下手綱)者
る熱湾残で臺留●期間 5頁31日(士)～6月5日㈱

‘ *5泊6愚？ ？ ■鱒賑歸箇1 1 -a:」

i℃募蕊家瞳巍口■約20家思"J■■ ？■毒f識黒出、 、： ； ． 、

●申込5雷20日脚までに事務局へ。 感うきすれの○
●その他ホームステイは無料でお願激な通 ・いよ○

いbまず託平日は全体行拳がありま惑瀦鮭･
f:M》耳の藤■y嘩徒Q昼食はい毎志せん”》 し泳水ハが＝蕊 ．．

:f心高萩市鬮騨交流協会事溌罵f<教育委〃 たいのナ印か
。で中ウ象つ常 員会生涯教育課内） 念23-1131
いでマにた

カ
メ
ハ
メ
八
学
園
と
の

第
八
風
海
外
派
哩
退
事
業

三
月
一
一
一
○
日
日
’
四
月
四
日
㈱

ｰ
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…~．-…量

誇"….延一
仕事ですか？~

.～、

『
壷

#

銅

ランド 晦萩
ま
胸
則
脾
付
蝋
跡
師
鯵
誤
韓
軸
騨
間
蠅
帆
鵠
噂
鋲
珊
裁

１
も
Ｉ
Ｅ
Ｉ
１
１
．
も
Ⅸ
印霧

"－人一スポーツ"の

手がかりをつくります

い
牌
川
鰄
陶
脚
織
則
脚
跡
祁
脚
剛

口受

II

夢

学

スポーツ振興課スポーツ振興係

恋23－1131

~

麺難鰯

溌脚
蕊;:．〔蕊蒋

懲::ゞ鐘:;ゞ ：

蕊

鼠霊
１
１
１

魂

量鳶鍾さ
稗く

窒寮一拳も
也

鋒 スポーツ振興課では、体育指導委
…

舅や体育協会、各種スポーツの指
鱸

爺 鐙鑑皇

蕊 灘

蕊蕊
導者のみなさんの協力を得て、ス

篭蕊 蕊
ボーツを体験したり学んだり出来驍撰辱多､蝿：

る機会づくりを進めています。ー

騨蕊鑿蕊灘
●スポーツ振興係長

しげみ

田口滋美

●聞き手

大森 浩子さんと
ゆみ

由望ちゃん

（石滝）

Ｑ
，
カ
タ
カ
ナ
の
名
前
の
課
は
、

の
仕
事
で
す
。
体
育
指
導
委
員
や
ス
ポ

ー
ツ
関
係
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
た
り
学
ん
だ
り
出

来
る
機
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
ス
キ
ー
や
親
子
水
泳
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ッ
教
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
○
月

に
開
催
さ
れ
る
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ッ
フ

し
て
い
る
課
で
す
か
。

Ａ
，
は
い
、
水
泳
や
マ
ラ
ソ
ン
大

を
開
い
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

は
平
成
六
年
度
に
出
来
た
課
で

に
出
来
た
課
で

市
で
は
、

て
心
身
と
も
に
健
康
な
体
を
つ
く
っ

で
す
。
生
活
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取

で
す
ね
。

い
た
だ
く
た
め
〃
一
人
一
ス
ポ

の
手
が
か
り
を
つ
く
る
こ
と
が

こ
と
が

カ
タ
カ
ナ
を
使
っ
た
初
の
課

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
開
催

、
高
萩

ー

各スポーツ少年団では、楽しくスポーツを学び、

友だちをたくさんつくることを基本に活動してい

ます。写真は、秋山ミニバスケットボールスボー

私
た
ち

会
な
ど

振
興
課

り
入
れ

く
っ
て

－

ソ

珍
し
い

ツ少年団のみなさん。

Ａ
，
定
期
の
団
体
が
、
年
度
の
始
め
に
申

し
込
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
飛
び
入
り

の
団
体
の
使
用
を
優
先
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
も
し
て
く
れ
る
そ

う
で
す
が
。

Ａ
・
相
談
く
だ
さ
れ
ば
、
体
育
指
導
委
員

な
ど
の
み
な
さ
ん
を
指
導
者
と
し
て
紹

介
し
ま
す
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者

Q

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
子
ど

齢
者
ま
で
無
理
な
く
楽
し
め

ポ
ー
ッ
を
体
験
で
き
ま
す
。

Ｑ
，
年
齢
に
関
係
な
く
楽
し
め

Ａ
・
ペ
タ
ン
ク
や
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
な
ど
で

す
が
、
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
。
夫

婦
や
家
族
な
ど
の
単
位
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
た
い
と
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん

が
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い
人
は
、
教
室
な

ど
に
参
加
し
て
、
ぜ
ひ
、
自
分
に
合
う

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

れ
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ッ

教
え
し
ま
す
。
今
年
は
、
ぜ

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
校
体
育
施
設
を

放
し
て
い
ま
す
の
で
、
夜
間

利
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

さ
い
・

も
利
用
団
体
が
入
っ
て
い
る
の
で

に
は
、
お
勧
め
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ

シ
と
は
、

で
も
、
学
校
の
体
育
施
設
は

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か
。

無
料
で
開

や
休
日
に

ん
で
く
だ

教
室
で
お

ひ
、
参
加

も
か
ら
高

る
各
種
ス

る
ス
ボ
ー

’ 1，
V■

使つ
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塞通察趣相談 ｰハー バ “

5／20(火)午前10～午後3時／市民相談室

、牛活環境課内線362■この日以外は中央交

通事故相談所へ。平日午前9～午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎3階盆029-

225-2803/弁護士相談は水曜日午後1～3時。

行阪鱗

3 真新しいランドセルを背
負って登校する子どもた

ちの姿が目を引く季節を

迎えました。今年の4月

は、小学校に350人が入

学しました。子どもたち

が背負うランドセルは市

から、そして、黄色い交

通安全帽子はJA茨城ひ

たち農業協同組合からの

入学う°レゼントです。ま

た、 中学校へは509人が

入学しました。

新1年生は859人

行政相談 ミ ：!…辮鍔
5／8(木)と22(木)午後1～3時／市民相談

室／鈴木清相談員冠22 2095口秘書課内線252 §
楠装具と補鍾器の巡回相談

5／30(金)午前9～12時／市民センター口福

祉事務所内線353 固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
１
期
）⑧

幸
獺
踊
墜
蕊
溌
⑫
２
２
２
１
］
で
す
。

．
：
軽
自
動
車
税
（
全
期
分
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

国
民
年
金
（
５
月
分
）

塞庭蛭璽糎議 ： § I い …

火曜日午後1～3時／市民センター口福祉事

務所内線352

13人を委員に委嘱
獅配壷と*目談Ⅳい』 ？域？ 【 〃 〆〆 ；Ⅷ
木曜日午後1～3時／市民センター口社会福

祉協議会内線354

i "か蕊溌濁
i ､ ;鍛漉鋳蟻
､溌輪;識蕊嵐懲

Ｃ
〃
４
１

清
検
廃
審
日
次
貝
た
岡

や
査
市
進
泌
、
委
し
冨

理
調
萩
推
月
し
の
ま
、

処
る
高
等
３
足
そ
れ
男

の
す
う
量
、
発
が
さ
次

物
関
行
減
が
に
人
嘱
又

》
維
誰
軸
誇
岬
岨
峰
鐘

Ｉ
ー

…ことばの教室高萩小学校窓23 4240

子ども《小・中学生）相談

教育委員会学校教育課盆23 1135
…

宇佐美泰彦、横倉康子、木内堅文、
健康･育躍相談

月曜日午前9～11時口保健センター壷24 2121
蕊 瀬野和夫、安東繁光、佐川克弘、城井堅史、小林八重子、

松島巧一、芳賀博行、三浦正雄（敬称略）

なんでも食事相談（予約制）

毎月の第3月曜日午前10～1旧寺口保健セン

ター丑24-2121

；
よろしくお願いします

4月からホームヘ

ルパーが2人増えて

8人になりました。

みなさんは、各家庭

に伺って部屋の掃除

や食事づくり、入浴

人権相談雲霞

鈴木廣美盆28-0103 岡野邦弘遍23 2525

大平喜美子丑22-4128大森啓三盆23 1245

ー
錯体障害者相識買椎名修恋22 2419

郡司寅松冠23-0687 鈴木康彦冠23-4316

小林優子さん(左)と の介助、洗濯などの
水口道子さん お手伝いをします。

高齢者などのみなさんで、 日常生活の中で手助けが欲

しいときは福祉事務所へ連絡ください。

納
期
は
、

精神薄弱者相談員!; 沼田うた子恋22 4544

噸年金相談 午前10～午後3時

･常陽銀行高萩支店盃22 2160…6／13（金）

茨城銀行高萩支店狂22-2028…5／26（月）

･茨城ひたち晨業協同組合高萩地区支店

恋22 3617…平日午前9～午後4時

高齢者大学の記念誌

会いが、その後の人生}1 第
"寄り道したが故の出， 島苑

鰯:鴬議
鯛議篤簾■露

。
。
市
役
所
北
側
入
口

●

で
す
。
《
犬
・
猫
の
引
き
取
り
客

●
，

を

まつ”

夢？ ■E

逢驫
ベ：蕊･弥寒2謹毒毒謹

精神保罎相談（予約制） 〆,鳶鐡蕊塞舞雲、‐……薑蕊蕊

5／14． 21 ． 28， 6／4 ． 11の水曜日午後1

－－2時口日立保健所壷0294 22-4188
烹＃“
蕊学の『寿苑第24号」と ，瀧榊鍛箪霞評

『寿苑まつおか第3号』。 － －-二一誇息､~鋤‘‘
中央．松岡地区公民館で4年間ともに学んだ喜びが、

紙面からあふれてきます｡ 4年間の皆勤賞は、中央公

灘
司法塞士相談誌』蕊毎月第2水曜日

午後1～5時／茨城司法書士会恐029-225-0111
一一一一一一一一－

●

で
行
っ
て
い
る
。

●

伽
・

４
斗
は
休
み
ま
す
。
●

１

●

ｊ
０
ｊ
ｊ

●

５

●

鵜

民館では岡崎美代さん、鈴木松雄さん、島途昭二さん、

松岡地区公民館では井坂幸枝さん、大森一枝さん、神

代清二さん、神長良道さん、沼田武さんが受けました。

霊過重参
［敬称略］悩巖ず相談を』 ’

I I



震忌冨 彗逵学妾太 獺優樹さん(秋山中'年)と
美咲さん(秋山小5年)兄弟スポット

●

蕊”

☆何時に起きるの？どのくらいの距離を走るの？

優樹母に毎朝6時に起こしてもらって、森林公園の

中を走ります。森林公園までの往復を走るのは、準

備運動や整理体操と考えているけど、その距離を合

わせると約5キロメートルです。

★いつから、どうして走り始めたの？

優樹 2年前、サッカーを辞める引き替えに走ること

を父と約束したからです。父は、健康維持のために

スポーツを続けることは大切と考えているからです。

四
月
二
○
日
日
に
秋
山
小
学
校
校
庭
で
開
か
れ
た
春
の
茶
会

美咲お兄ちゃんにつられて始めました。早起きは辛

いけど、走り始めると気持ちがいいです。

★走り始めてからの変化は？
かぜ

優樹 2人とも風邪をひかなくなりました。

☆お父さん(謙一さん)もいっしょに走っているの？

優樹父は、毎朝5時に起きて15キロメートルくらい

の距離を走っています。父が森林公園に寄ってくれ

るので、それから3人で走って家に帰ります。

ｌ
、
ｆ

）

瞬

会出場での思い

は？

優樹今年、東

海村での大会で

入賞したこと。

美咲小学3年

の時、栃木県の

会で優勝した時

こと。

ることが一番楽

い？

いいえ、将棋

くることです。

スポーツの中で

とが好きです。

蕊Iと

老
人
保
健
施
設
『
博
純
苑
」
は
、

秋
山
に
平
成
六
年
五
月
に
開
設
さ
れ
、

お
年
寄
り
の
方
々
八
○
人
を
お
預
か

り
し
て
い
る
施
設
で
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
は
、
「
老
人
保

健
施
設
っ
て
ど
ん
な
施
設
？
」
と
疑

問
を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。
老
人

保
健
施
設
と
は
、
お
年
寄
り
の
自
立

支
援
や
家
庭
復
帰
と
い
う
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
、
医
療
的
サ
ー
ビ
ス

と
福
祉
的
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提

供
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
施
設
で
す
。
博
純
苑
で
は
、
医

師
や
看
護
員
、
介
護
員
、
理
学
療
法

士
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
相
談
指
導

員
な
ど
の
様
々
な
職
種
が
一
丸
と

な
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
お
年
寄
り

爆
､準

大
の
走
し
樹
食
こ

★
優
と
咲
る

美
走

醇
顧
豚
嘩
零
留
’
、
“

に
、
看
護
な
ど
と
と
も
に
介
護
や
日

常
生
活
上
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

博
純
苑
を
ご
利
用
で
き
る
人
は
、

七
○
歳
以
上
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
六
五
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
そ

ち
ほ
う

れ
に
近
い
状
態
の
お
年
寄
り
、
痴
呆

症
の
あ
る
お
年
寄
り
で
す
。
病
気
や

障
害
の
状
態
が
安
定
し
て
い
て
、
病

院
で
の
治
療
や
入
院
の
必
要
は
な
い

け
れ
ど
も
、
看
護
や
介
護
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
身
の
回
り
の
お
世

話
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
が
ご
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
で
、
お
年
寄
り
の

介
護
や
看
護
に
関
す
る
悩
み
や
問
題

を
お
持
ち
の
方
は
、
博
純
苑
の
職
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。壷

⑳
‐
二
九
○
○

篭
穐
篭
讓

▲

謹訊鮒バｰの矧
画一型

一議…F

鶚今月のFafiiiCr*」
] |’[農業家

二
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
放
牧

地
や
牛
舎
三
棟
を
備
え
、
肉
用
の
和
牛

一
四
○
頭
と
繁
殖
用
の
和
牛
二
五
頭
を

飼
育
し
て
い
る
金
沢
さ
ん
。
十
数
頭
で

営
ん
で
い
た
父
の
後
を
継
い
で
始
め
た

畜
産
業
は
、
昭
和
五
一
年
に
農
用
地
整

備
公
団
が
畜
産
団
地
の
開
発
を
進
め
た

と
き
、
一
億
五
千
万
円
を
投
資
し
て
現

在
の
規
模
に
拡
大
し
ま
し
た
。

「
当
初
は
、
牛
肉
の
値
が
良
く
経
営

は
良
好
で
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九
一

年
の
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
を
皮
切
り
に
、

長
く
続
く
経
済
低
迷
の
影
響
を
ま
と
も

高
萩
は
〃
常
陸
牛
の
里
〃

で
あ
り
〃
和
牛
の
里
“

金
沢
国
雄
さ
ん
（
若
栗
）

ひ
た
ち
ぎ
ゆ
弓

12篭鰄遮韓溌
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急 燕 『腎一
驚き

篭
溌
酔
晶
》
噌
鍾
銅

溌
鐸

蕊樺
蔑蕊蕊毎

生ん菱、 剣

“切節γ､堀溌池＆

、潭鋤}稲了

脾忌;翁
総報拶

J蝉；〃
唾毒一画

● 合

■

q G

●

自 ら

■ ■

■

0 F

■ 岳

■

■

●

q

●

■

■

● e

『農
簿罵，

蕊蕊 蝉丁詞駒身…■

…

； ほうざん

;荒井豊山さ 町）(春日

読売展評議員

茨城県展審査員

日本書作院常任理事

高萩市書遺揮照理事長

い蕊溌齪_ P"

一｢"はあとふるな”とは、愛情あふれる心と心のふれ

あいです」 と、高校生会のみなさんと佐々木恵さん

（中央)。

■ や

素朴であって豪‘供に
｢学びいきいき高萩'97」は

言を始めたのは、 40年前のこと。仕事のうえで贈；

答品などののし紙に筆書きを必要とされ、お客様に；

喜ばれるきれいな文字を書きたいと思い始めました｡;

「実用文字を習い煮願蝋融､くうちに､塁が描；
く線の美しさや墨の潤渇（墨色のにじみやかすれ)､i
文字の持つ造形美、そして余白の美に引きつけられ；

ました。次第にもっと上達したいという欲が出て、 i
各種作品展に出品してきました」と荒井さん。害の；

基本は、あくまで『素朴であって豪快に』です。害：

を制作するエネルギーは、 この基本と、 日々中国のi

古典を学び先人の言に対する ：

わら、後輩の育成と指導を中；

自分探しの旅のスタートを

応援します
歩
き

み
・
ふ
れ
る
自

高
萩
市
生
涯
学
習
推
進
本
部
・
推
進

協
議
会
で
は
、
生
涯
学
習
の
情
報
誌
と

し
て
、
は
あ
と
ふ
る
な
出
会
い
▼
歩
き
．

み
・
ふ
れ
る
自
分
探
し
の
旅
…
生
涯
楽

習
「
学
び
い
き
い
き
高
萩
Ｗ
」
を
市
民

の
み
な
さ
ん
に
全
戸
配
付
し
ま
し
た
。

二
年
間
、
こ
の
情
報
誌
の
表
紙
と
イ

ラ
ス
ト
を
担
当
し
て
き
た
島
名
の
佐
々

ま
ば
た
き
し
て
い
る
間
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
人
生
だ
か
ら
、
勇
気
を
持
っ
て

今
か
ら
挑
戦
し
よ
う
。
〃
楽
し
く
習
お

う
と
す
る
心
が
、
生
涯
の
自
分
探
し
の

旅
の
ス
タ
ー
ト
〃
・
ガ
ン
バ
ル
ゾ
！
ガ

ン
バ
ル
ゾ
！
さ
あ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
Ⅱ

ー

分
探
し
の
旅

…
生
涯
薬
習

木
恵
さ
ん
は
、
「
情
報
誌
を
活
用
さ
れ
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
一
趣
味
、
一
学
習
、

一
ス
ポ
ー
ツ
、
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
う
れ
し

い
で
す
。
情
報
誌
に
は
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
自
主
グ
ル
ー
プ
や
市
民
指
導
者
、

各
種
講
座
、
大
会
、
施
設
、
各
種
団
体

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
も
こ
の
情
報
誌
を
家

の
居
間
に
、
電
話
帳
と
い
っ
し
ょ
に
か

け
て
利
用
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

情
報
誌
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
盆
四
‐
１
１
３
１

心に楽しみながら書を害いて

いますが、年'5回ほどの作品

出展の制作にもいそしんでい

ます。

『雪月花』

第25回日本の書展茨城展出展

ー

F爾頭高萩罐謹霊認溌f
ノ/／5/22(刺…12:00～17:00

／『 :鯆棚:亘剛

／逝化会繍*7/f二と展諒、
賑屋らｽの楽けが■

. : 典､． ､ :･ 葛､鱗

オベラア

午後2時開演

患職：入場無料
●

、、
、

一一一二
～ ~

美

に
受
け
て
暴
落
し
た
値
は
上
が
ら
ず
、

畜
産
業
は
、
今
、
苦
し
い
と
き
で
す
。

で
も
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
地
位

を
築
い
て
き
た
『
常
陸
牛
」
を
、
無
く

す
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
金
沢
さ
ん
。

常
陸
牛
の
銘
柄
が
付
け
ら
れ
る
の
は
、

東
京
食
肉
市
場
で
最
高
の
格
付
け
を
受

け
た
も
の
だ
け
で
す
。
品
質
で
は
、
他

の
ブ
ラ
ン
ド
と
引
け
を
取
ら
な
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
知
名
度
の
点
で

今
一
つ
需
要
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

「
高
萩
市
は
、
常
陸
牛
の
里
で
あ
り

〃
和
牛
の
里
〃
と
し
て
売
り
出
せ
る
要

素
は
十
分
に
備
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
気
楽
に
食
べ
ら
れ
る
お
店
が
い
く

つ
も
あ
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
常
陸
牛

に
か
け
る
金
沢
さ
ん
で
す
。

I
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まちの情報をお寄せください。

●市役所秘書課広報広聴係●

壷23－2111内線252FAX24-4653

蕊

題 盆23－1151， 1152

=!|=H= =

s24-0019

－謬

…米寿高齢者クラブでは、会員で最高齢者でもあ

↑函水りう"T恥綱)の数鳥年百歳を祝う雲
を開きました。会場となった集会所には、元気な

“ ；

姿で鈴木さんが出席し、楽しい思い出話に花を咲

かせていました。 ｢周りの人が親切にしてくださ

るので、こうして元気でいられるのだと思います〔
． ､ ､;. ､､;､ ，;灘｡｡､､､蝋､

¥席を立つ時にJI憩溺さんで万歳認していただいた
；. .; ． 、

と『きには涙が出るほどうれしかったです」と話す

口調は、百歳とは思えないほどとてもしっかりし

ていました。
ミ､ ． ：

ー

可Ｆ 可Ｆ

l I猟友会が猟場(山野)の清掃 ヨ月,6日旧）
ー

…斜W…塞鐸…蓉葱凝鍵鐸競織譲議剥講畷…暉議,穀溌蕊漁耀溌盤；諺i濡鼠…目率識揖識ii踊癖『【!〈鶴壷壽』…蕊蕊
騏
肥
騏
肥

茨城県猟友会高萩支部では、会員約20人が参加して花員ダム周

辺でごみの清掃を行いました。これは昨年10月に続いて行った猟

場の清掃でR・個道461号沿いや周辺の山道からは、捨てられた空
き缶やごみが山のまう屑衝妓されまし息■ … ;iff~■ ﾐﾖ《〃 〃

』

茨城県猟友会高萩支部では、会員約20人が参加して花員ダム周

辺でごみの清掃を行いました。これは昨年10月に続いて行った猟

場の清掃でR・個道461号沿いや周辺の山道からは、捨てられた空
き缶やごみが山のまう屑衝妓されまし息■ … ､fLJf■ ﾐﾖ《〃 〃

』

熱
りや掻籟荘に入所しているみなさん

熱
りや掻籟荘に入所しているみなさん

蕊蕊
に二コに二コ

辰司

が家族や職員といっしょにお花見会を楽しみました｡
、 ． かれん

好天に恵まれたこの日は､｡･青空に浮か･ぶ可憐な桜をな
, ､ ：罰 ､ ､ ､f ‘ ､亀 ､

がめⅡ態がら楽じい時間を過ごしました｡■

また､敷地内にあるPR館は、 4月に改装オープン

したばかりで、桜を楽しんだみなさんは、真新しい施

設の展示物を見学していました。館内には、衛星通信

ローナー‘や海底ケ戸"ブルFコーナーなどがあり衛星通信〃
” 、． “;" “ ："‐

のしくみがわかりやすｧf<;紹介されています。

が家族や職員といっしょにお花見会を楽しみました｡
、 ． かれん

好天に恵まれたこの日は､｡･青空に浮か･ぶ可憐な桜をな
, ､ ：罰 ､ ､ ､f ‘ ､亀 ､

がめⅡ態がら楽じい時間を過ごしました｡■

また､敷地内にあるPR館は、 4月に改装オープン

したばかりで、桜を楽しんだみなさんは、真新しい施

設の展示物を見学していました。館内には、衛星通信

ローナー‘や海底ケ戸"ブルFコーナーなどがあり衛星通信〃
” 、． “;" “ ："‐

のしくみがわかりやすｧf<;紹介されています。
“満:1〃醗焦没j

壺臼Ⅱ？"＝のし§く醗がわ力
辰司“満:1〃醗焦没j
壺臼Ⅱ？"＝のし§く醗がわ力
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卜四回－
4月1日現在

亜屈圖面 35ｦ364人
)は前月比（

（-57）

17,434人（-23）

17’930人（-34）

11’574世帯（＋1(＋1

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きましノを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

号②
且②

合鰯

■
■
■
■
■

１
１
１
１
１

~F
5）

■■■■

鯉自
然
の
中
で
一
日
を
楽
し
む

４
月
加
日
日

４
月
加
日
日

認

r

l

r

l

ｰ

ネイチャーゲームなど遊びをとおして自然の営みを

理解しようと、親子など約30人が参加して「森で遊ぼ

う」が開か慈ま･した。これは自然環境教育を進めてい
‘ ､域：

ろ高萩青年会議所が行ったもので、今回で3年目。会

場となった花貫ふるさと自然公園センター周辺では、

指導員の説明を受けながら、 自然観察や木の枝を使っ

た工作などが行われ、楽しい一日を過ごしました｡; :

》
さ
さ
ら
舞
い
で

》
五
穀
豊
穣
を
祈
願

志
４
月
旧
日
日

さ
さ
ら
舞

し し たんしよう

3匹の獅子が棒で操られて舞う丹生神社
二:こくほうじょう

のささら｡毎年、例祭の日に五穀豊穣を祈

願して披露されるものでﾐ今年は復溶fて
から16年目にあたります｡会場となった境

内には、模擬店も出店され、家族連れなど

大勢の見物客が訪れていました。
同

第6回県北新春カラオケ大

会が文化会館で開かれ〈約150

人のみなさんが出演しました。

会場ではカラオケの発表やゲ

スト出演のほか、 日本舞踊も

披露され､歌と踊りで1日を

楽しく過ごしました。 (写真

は、会長賞を受賞した落合美

恵子さん（島名)）

ー

□と き 4月6日（日）

□ところ市民体育館

口参加チーム 9チーム

ロ結果 ［優勝］高浜Aチーム

[準優勝］手綱チーム

[第3位］東チーム

I’ ､i

職
高萩小町が1日郵便局長 4月21日（月）

逓信記念日のこの日、高

萩郵便局では高萩小町の鈴

木智子さん（大和町）を1

日郵便局長に迎えて、 ｢お

客様感謝デー』が開かれま

した。当日は郵便局を訪れ

たみなさんに、記念の花が

プレゼントされました｡

一

蕊;~簿

ボ

蕊騨参
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第
旧
回
中
・
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
の
参
加
者

社
会
福
祉
協
議
会
内
線
３
５
４

点
訳
を
学
習
し
、
目
の
不
自
由
な

人
の
た
め
に
市
報
、
図
書
館
だ
よ
り
、

カ
レ
ン
ダ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
歌
詞
カ
ー

ド
な
ど
を
点
訳
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
６
月
か
ら
肥
月
ま
で
の
第

２
、
第
４
金
曜
日
。
午
後
１
時
釦

分
か
ら
３
時
釦
分
ま
で
。

■
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー
。

■
募
集
人
員
釦
人
。

■
参
加
費
無
料
。

■
申
込
５
月
即
日
閏
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

点
字
講
座
の受

講
者

社
会
福
祉
協
議
会
内
線
３
５
４

ぼ
し
ゅ
う

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

壷
お
‐
１
１
３
１

市
民
体
育
館
丑
お
‐
２
５
５
２

■
日
時
６
月
ｇ
日
側
か
ら
旧
日
陶

ま
で
の
５
日
間
。
午
前
９
時
釦
分

か
ら
Ⅲ
時
釦
分
ま
で
。

■
場
所
市
民
体
育
館
。

■
対
象
者
満
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
子
と
親
。

■
募
集
人
員
釦
組
（
帥
人
）
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
参
加
費
１
，
０
０
０
円
（
傷
害

保
険
料
を
含
む
）
・

■
募
集
期
間
５
月
即
日
㈹
か
ら
５

月
割
日
出
ま
で
。

■
申
込
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体

育
館
へ
。

親
子
健
康
体
操
教
室
の

参
加
者

中
学
生
と
高
校
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
、
Ｂ
月
４
日
側

か
ら
Ｂ
月
６
日
㈱
ま
で
の
２
泊
Ｂ
日

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
あ
な
た
も

そ
の
実
行
委
員
と
し
て
活
動
し
ま
せ

ん
か
。

■
活
動
日
６
月
中
旬
か
ら
７
月
下

旬
の
毎
週
１
回
。

■
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー
。

■
対
象
者
等
市
内
に
居
住
ま
た
は

通
学
し
て
い
る
高
校
生
釦
人
。

■
参
加
費
無
料
。

■
申
込
５
月
釦
日
陶
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

ｰ

企
画
開
発
課
内
線
２
７
２

県
福
祉
部
女
性
吉
少
年
課

査
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
１
１
１
内
線
２
ワ
４
６

■
期
間
ｇ
月
劉
日
㈱
か
ら
旧
月
５

日
⑧
ま
で
の
肥
日
間
。

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

査
謁
‐
１
１
３
１

青
年
の
つ
ば
さ
事
業
実
行
委
員
会

盆
Ｏ
２
９
ｌ
２
２
６
‐
１
５
０
８

■
期
間
Ｂ
月
Ｂ
日
陶
か
ら
Ｂ
月
Ⅳ

日
伺
ま
で
の
Ⅲ
日
間
。

■
訪
問
国
Ａ
コ
ー
ス
…
大
韓
民
国

と
ベ
ト
ナ
ム
／
Ｂ
コ
ー
ス
…
タ
イ

と
ベ
ト
ナ
ム

■
活
動
内
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

体
験
や
現
地
青
年
と
の
交
流
会
、

公
的
機
関
へ
の
表
敬
訪
問
な
ど
。

■
募
集
人
員
岨
人
。

■
対
象
満
印
歳
か
ら
満
釦
歳
ま
で

（
平
成
９
年
４
月
１
日
現
在
）
の

青
年
で
、
帰
国
後
、
こ
の
体
験
を

生
か
し
、
県
内
で
の
活
躍
が
期
待

で
き
る
人
。

■
参
加
費
肥
万
円
と
事
前
事
後
研

修
費
用
が
３
万
円
。

■
募
集
期
間
５
月
閉
日
窃
ま
で
。

■
応
募
方
法
生
涯
学
習
課
に
あ
る

応
募
書
類
に
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
同
課
に
提
出
。

『
八
ｌ
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

い
ば
ら
き
師
』
の
参
加
者

『
青
年
の
つ
ば
さ
』
の

参
加
者

難溌哩議 勘 曲蕊畠嬬

溌

浄

~…~－
ー

穴
雫
二
職
一

一。

平成9年度茨城県警察の採用試験 学校卒業予定者の求人取り扱い等の説明会

●試験区分男子警察官A(大学卒)婦人警察官A(大学卒）

●受験申込期間 5月26日（月）～7月1日（火）

●試験日第一次試験： 7月13日（日）

第二次試験： 8月12日（火）

●採用予定平成10年4月1日

●受験資格昭和43年4月2日から昭和51年4月1日まで

に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除

く）を卒業した人、もしくは平成10年3月31日までに卒

業見込みの人または人事委員会がこれと同等と認める人。

＊身体基準等詳細については、高萩譽察署または最寄り

の交番、駐在所にお問い合わせください。

○高萩警察署壷24-0110

●日時 5月30日(金） 午後1時30分から。

●場所高萩ビーチガーデン

●対象平成10年3月新規学校卒業者を採用予定の事業主。

○高萩公共職業安定所盆22-2549

睡羅露”菌 .: 1 二塁。総糞

日立保健所では、伝染病と食中毒の発生防止のために管

内飲食物取扱業者全員について保菌検査を行います。

次の日程で収集しますので、対象者はもれなく検査され

るようお願いします。

●収集日 6月16日（月） 午後1時から3時まで

●場所 ｜日高萩保健所

●検査手数料サルモネラ・赤痢菌検査 1件 700円

（病原性大腸菌0-157セットの検査の場合は1 ,800円）

●検査容器の配布 ｜日高萩保健所で、月曜日と金曜日の午

後1時から4時まで配布します。

○日立保健所保健指導課丑0294-22-4188

i不審な船鶴 安部へ

をはじ :

｡入物を見かけたら那珂湊海上保

海上保安庁域、｡ﾛ｡密入国及び薬靭･けん銃の密輸
めとする海遥鵜罪を鞭り撫患を定いま歳鼬が山々
○那珂湊海琿裸安部喬029弓263-4999

I
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■
訪
問
国
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
。

■
活
動
内
容
女
性
問
題
に
関
す
る

視
察
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

親
善
交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
。

■
募
集
人
員
訂
人
。

■
対
象
日
本
国
籍
を
有
し
、
５
年

以
上
県
内
に
居
住
し
て
お
り
、
年

齢
が
釦
歳
以
上
弱
歳
未
満
の
女
性

／
帰
国
後
、
研
修
の
成
果
を
生
か

し
、
積
極
的
に
地
域
活
動
の
で
き

る
人
。

■
参
加
費
約
Ⅳ
万
円
。
他
に
事
前

事
後
研
修
費
用
が
約
４
万
円
、
団

員
共
通
経
費
が
約
２
万
円
。

■
募
集
期
間
５
月
ｇ
日
㈱
か
ら
５

月
釦
日
陶
ま
で
。

■
応
募
方
法
企
画
開
発
課
に
あ
る

応
募
書
類
に
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
同
課
に
提
出
。

■
選
考
方
法
書
類
審
査
と
面
接
。

無
料
の法

律
相
談

秘
書
課
内
線
２
５
２

■
日
時
５
月
釦
日
闘
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で
。

■
場
所
市
役
所
の
市
民
相
談
室
。

■
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会
所
属

の
弁
護
士
。

■
定
員
６
人
。
（
１
人
の
相
談
時

蕊
箸
菖
芯

間
は
即
分
）

■
相
談
料
無
料
。

■
申
込
５
月
印
日
㈹
か
ら
秘
耆
課

あ
て
電
話
で
申
し
込
み
。
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

春
の
行
政
相
談
週
間

市
民
課
内
線
２
２
１

■
日
時
５
月
餡
日
悶
午
前
旧
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

■
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー
。

■
相
談
内
容
土
地
や
家
屋
の
借
地

借
家
や
財
産
の
相
続
、
金
銭
の
貸

借
、
近
隣
関
係
な
ど
。

■
相
談
員
市
内
の
人
権
相
談
員
。

無
料
の人

権
相
談
会

秘
書
課
内
線
２
５
２

茨
城
行
政
監
察
事
務
所

丑
０
２
９
１
２
２
１
‐
３
３
４
７

５
月
旧
日
日
か
ら
別
日
出
ま
で
は
、

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。
役
所
の

仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
、
要

望
な
ど
は
、
行
政
相
談
委
員
に
相
談

く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
の
仕
事

や
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
公
庫
、
公
団
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の

要
望
や
苦
情
を
み
な
さ
ん
か
ら
お
聞

き
し
て
、
中
立
で
公
平
な
立
場
で
住

民
と
関
係
機
関
と
の
間
に
立
っ
て
話

し
合
い
を
行
い
、
問
題
解
決
の
た
め ー

■●■●■●■●■●■■●●回●●｡*由寺■●車■q

＊行政相談委員＊

●①

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
毎
月
第
２
、
第
４
木

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、

市
役
所
内
の
相
談
室
で
定
例
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談

委
員
の
自
宅
で
も
常
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５
月
は
「
さ
わ
や
か
行
政

サ
ー
ビ
ス
運
動
」
の
推
進
月
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
役
所
の
窓
口
業
務

や
道
路
、
交
通
機
関
、
病
院
な
ど
公

共
施
設
に
関
す
る
相
談
や
意
見
、
要

望
を
重
点
的
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6月1日(日)は商業統計調査の日
庶務課 内線312

商業統計調査は、全国の卸売業小売業を

営む事業所を対象に行われ、商店の分布状況

や販売活動の実態を明らかにするものです6J〃

5月下旬に茨城県知事から任命された調査

員が、みなさんのお店にお伺いし、調査票へ

の記入を依頼することになりますので、ご協

力をお願いします。

愚
鈴木清さん

下手綱1 ,993 4

a22 2095
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E…
県では、地域の将来を考え、市町村合併促進事業に取り

組む団体へ助成する「新しい地域づくり推進活動費補助

金」の制度を設けています。

●対象団体商工会・自治会連合会などの公共的団体、広

域行政やまちづくり推進事業に実續のある住民組織など。

（いずれも市長の推薦のある団体に限ります）

●対象事業①広域行政、市町村合併に関する検討会、懇

談会等の開催②調査研究事業③講演会の開催やパン

フレット、ポスター作成事業など

●補助基準補助率2分の1以内、補助限度額1団体につ

き200万円。

●申請締切 5月30日（金）まで。

○茨城県総務部地方課合併担当盆029-224-4254

溌毒罰|E諏職爾鰯ｲ斑壷夢溌舜鍬隠纐職

●対象市内に居住または勤務する18歳以上の独身女性で、

高萩を愛する人。ただし、高校生は除きます。

●募集人員 2人

●活動 7月1日から1年間で、市観光協会が指定する各

種イベントなどに参加していただきます。

●応募方法履歴書に写真2枚（全身と半身）を添え、郵

送、または持参のこと。

●副賞海外旅行か旅行クーポン券（10万円相当）

●応募締切 5月25日(日） ●選考日 6月7日(土）

○応募書類送付先大足光司さん〒318春日町1-14窓22-

2317、吉久保正儀さん〒318本町3-25念22-2109

一一一一一一一国

恵綿翫食
型ユーーーーー=一一■■

日諏
一一一一一

劇 東畷鰄総‘伽伽iﾅ鯛‘革鍵綴鯛嬬稔

ﾄｲﾚの汲み取りの休み○花員ｸ|ﾉｰﾝｾﾝﾀｰ壷22-4318

5月18日旧)、 19日(月)、 25日旧)、 6月1日旧)、 8日(日)、 9日

(月)、 15日旧）

●日時 5月18日(日)午前10時から午後4時まで（茶会は、

午後3時まで）

●場所 「あいる」教室（安良川） ＊入場無料
たくみ

○矢代琢美さん盆24-3260
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駅
東
・
駅
西
地
区
で

地
籍
調
査
を
行
い
ま
す

農
林
課
内
線
４
５
２
．
４
５
３

市
で
は
、
昭
和
別
年
度
か
ら
国
士

調
査
法
に
基
づ
い
て
、
地
籍
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地

に
つ
い
て
、
所
在
や
地
番
、
地
目
、

面
積
、
所
有
者
を
明
確
に
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。く

い

ま
た
、
境
界
の
杭
（
杭
が
打
て
な

い
場
合
は
、
プ
レ
ー
ト
、
鋲
、
マ
ー

ク
）
も
こ
の
調
査
で
確
認
し
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
の
所

有
地
に
立
ち
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ｇ
年
度
の
地
籍
調
査
区
域

有
明
町
１
丁
目
と
３
丁
目
の
一
部

／
有
明
町
２
丁
目
の
全
部
／
肥
前

町
１
丁
目
の
一
部
／
東
本
町
１
丁

目
と
２
丁
目
の
全
部
／
高
浜
町
１

丁
目
の
全
部
／
高
浜
町
２
丁
目
の

一
部
／
春
日
町
１
丁
目
と
２
丁
目

の
全
部
／
大
和
町
１
丁
目
の
全
部

／
大
和
町
２
丁
目
と
３
丁
目
、
４

丁
目
の
一
部
／
本
町
１
丁
目
と
２

丁
目
、
３
丁
目
、
４
丁
目
の
一
部

■
杭
の
表
示
内
容

［
黄
色
の
杭
］
市
道
や
農
道
、
水
路

な
ど
の
長
狭
物

［
赤
色
の
杭
］
個
人
の
境
界

［
青
色
の
杭
］
測
量
の
た
め
の
基
準

と
な
る
杭
（
抜
い
た
り
、
他
に
移

動
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

＊
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
月

下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
、
事
業
説

明
会
を
行
な
う
予
定
で
す
。

、声

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
総
務
課
査
詑
‐
５
５
９
５

下
水
道
は
、
家
庭
の
台
所
、
風
呂
、

水
洗
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
汚
れ
た

水
を
、
自
然
と
快
適
な
環
境
を
守
る

た
め
に
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然

に
戻
す
施
設
で
す
。

広
域
下
水
道
組
合
で
は
、
計
画
区

域
内
の
み
な
さ
ん
が
下
水
道
を
安
心

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
計
画
的
に
下
水
道
管
の
布
設
や

処
理
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
に
、
多

く
の
お
金
を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の

財
源
は
、
国
庫
補
助
金
と
受
益
者
負

担
金
及
び
組
合
債
（
借
入
金
）
や
下

水
道
使
用
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
処
理
経
費
や

建
設
費
は
年
々
増
大
す
る
傾
向
に
あ

り
、
平
成
７
年
度
の
処
理
原
価
は
、

１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
Ｂ
３
１

円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

下
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
処
理
代
金

（
下
水
道
使
用
料
）
と
し
て
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
１
４
１
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
残
り
の

１
９
０
円
は
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
⑤

こ
の
赤
字
分
は
、
分
担
金
（
日
立

市
・
高
萩
市
・
十
王
町
か
ら
の
繰
入

金
）
で
補
て
ん
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
来
は
、
下
水
道
使
用
料
で
賄
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ｇ
年
７
月
分
か
ら

下
水
道
使
用
料
が

変
わ
り
ま
す

《下水道使用料》

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
広

域
下
水
道
組
合
で
は
供
用
開
始
か
ら

す
で
に
Ｂ
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
や

む
を
得
ず
供
用
開
始
以
来
初
め
て
、

下
水
道
使
用
料
を
改
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
み
な

さ
ん
の
快
適
で
安
心
な
生
活
環
境
の

確
立
と
自
然
保
護
の
た
め
に
、
下
水

道
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。撫瀧蕊溌

30㎡| 201㎡以上

超過使用料( 1㎡につき）

31～50㎡ 51～10011f31～50nf

基本使用料

0～1()㎡

1,450円

1,048円

、
） ’11～20ni 21～3011f

172円 184円

101～200ni

160円 | 172円 | 184円 195円 208円 | 220円
105円

160円E遥遥Zk
l浴場汚水

《下水道使用料の計算方法》

1か月の下水道使用料＝基本使用料十超過使用料

［算出例］一般汚水で、 lか月26㎡使用した場合

＊この金額に消費税を加算‘

0～10ITf

（基本使用料）

1,450円

21～26㎡

（172円x 6ni

1,032円

下水道使用料|消費税|下水道使用料合計11～20nf

(160円x10㎡）

1,600円 4,082円 204円| 4,286円

＝鍵鍵曜鯉

農
林
課
内
線
４
５
４

森
林
は
木
材
を
生
産
す
る
ほ
か
に
、

水
資
源
を
養
う
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
資
源
で
す
。

し
か
し
、
松
く
い
虫
に
よ
っ
て
松
が
枯

れ
、
松
林
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
松
林
を
松
く
い
虫
か
ら
守
る

薬
剤
の
地
上
散
布
を
行
い
ま
す
。

■
期
日
６
月
上
旬
’
７
月
上
旬

■
場
所
①
東
小
（
東
幼
）
、
高
萩
中
、

秋
山
小
、
秋
山
中
、
松
岡
小
。
②
森

林
公
園
周
辺
、
高
戸
地
区
の
民
有
林
、

■
内
容
松
の
木
に
直
接
散
布
。

＊
期
間
を
川
日
間
程
度
あ
け
て
２
回
散

布
（
午
前
４
時
か
ら
午
前
９
時
ご
ろ

ま
で
）
。
※
雨
天
及
び
風
速
３
メ
ー

ト
ル
以
上
の
時
は
行
い
ま
せ
ん
。

松
く
い
虫
防
除
事
業
を

行
い
ま
す

＊社会福祉協議会へ

、榊敏春さん（安良川) 100,000円
みちほ

・弓野迪穂さん（安良川) 200,000円

・山形政男さん（春日町) 100,000円

＊新入学児童へ

、東京電力（株）茨城支店高萩営業所

セーフテイハンド 408枚

ありがとうございました
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児
童
手
当
の

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

内
線
３
５
６

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
を
受
け

て
い
る
人
は
、
毎
年
１
回
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
現
況

届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
の
内
容
は
、
６
月
１
日
㈲
現
在

の
内
容
に
な
り
ま
す
。

こ
の
現
況
届
を
出
さ
な
い
と
、
６

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
６
月
即
日
勘

ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〃至上君田
ノノ

至千代田

道
路
改
良
工
事
に
よ
る
通
行
止
め
が
あ
り
ま
す

土
木
課
内
線
４
１
３

現
況
届

■
次
の
よ
う
な
人
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
・

口
平
成
ｇ
年
１
月
１
日
現
在
、
高
萩

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
か
っ

た
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
市
町
村
か
ら
児
童
手
当
用
の

所
得
証
明
耆
（
平
成
Ｂ
年
中
の
内

容
）
の
発
行
を
受
け
て
、
現
況
届

と
い
っ
し
ょ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

勤
務
先
か
ら
の
年
金
加
入
証
明
書

が
必
要
で
す
。

■
児
童
手
当
の
請
求
手
続
き
を
忘
れ

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
ｌ

今
年
は
、
３
歳
未
満
の
子
供
を

養
育
し
て
い
る
人
に
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、

急
い
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■場所大字上手綱地内

■期間 5月10日仕)から7月31日(和まで。

■規制内容図の箇所について昼夜を問わず

全面通行止め。 ＊歩行者は通行できます。
～

「一一一一一一一一一~一一一一一一一~~~＝ー一一一一一一

デュエット

|剛風と大地の三重奏？＝
'一県民文化センター移動公演－

1●とき 7月6日(日)午後4時開演

|●ところ十王町総合健康福祉センター

I●入場料S席3‘000円A席2,000円

|○問合せゆうゆう十王Jホール狂32-7

；●入場料S席3"UUUHA席2,UUU門

第
閉
回
楽
し
く
遊
ぼ
う

み
ん
な
の
広
場

楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
実
行
委
員

会
（
生
涯
学
習
課
内
）
壷
電
‐
１
１
３
１

■
日
時
５
月
旧
日
伺
午
前
旧
時

か
ら
午
後
２
時
ま
で
。
＊
小
雨
決

行
（
雨
天
の
時
は
、
松
岡
小
学
校

と
松
岡
中
学
校
の
体
育
館
）

■
場
所
ア
プ
ロ
ー
チ
広
場
（
松
岡

小
学
校
西
隣
り
）

■
内
容
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
弁
慶
号
／
ス
ト

ー
ン
ク
ラ
フ
ト
／
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
／
木
工
作
／
輪
投
げ
／
昔
の
遊

び
／
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
他

も
よ
お

！ 、／ ／ ｜
I 発輪／|○問合せゆうゆう十王Jホール狂32-7111
！ 表投げ

・ げア

|日嗣砺団家族ｷｬﾝ村がｵｰブﾝ ｜ 他／ ’昔ク
'花園地区にオートキャンプ場がオープンしました。 ｜ のう

'●施設オートキャンプサイト、浴室棟、他。 遊『，

'●申込 6‘ケ月前の1日から予約受付。 ！

!○問合せ家族キャンプ村管理事務所壷43-9277 L_______,
北茨城市役所商工観光課念43-1111内線363

1回五市1ひたち国際大道芸
|●とき 5月24日(土)と5月25日（日） 正午から午後5時まで＃ l
l●ところ 5/24JR日立多賀駅前他5/25日立新都市広場他

|●内容一輪車、道化、パントマイムなど世界の大道芸16組の出演’
'○問合せ （財） 日立市科学文化情報財団壷0294-24-7711
L－－－－一----------.---=－－－－－－－－－--------－--------J

一

趣⑤
（

窓23-7411 ー’

"LbC

淵
飢
え
年
百
歳
に
な
る
鈴
木
り
う
さ
ん
に
会
っ

｜
た
。
耳
が
ち
ょ
っ
と
遠
い
だ
け
で
体
は
元
気
そ

の
も
の
。
そ
の
鈴
木
さ
ん
の
人
生
訓
は
、
「
決

一
し
て
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
こ
と
。
そ
し
て
義
理
をにぎ

一
欠
か
な
い
こ
と
」
。
動
燃
の
ウ
ソ
が
紙
上
を
賑

わ
し
、
若
い
世
代
か
ら
は
近
隣
関
係
の
わ
ず
ら

一
わ
し
さ
が
聞
こ
え
て
く
る
昨
今
の
状
況
は
、
大

事
な
何
か
を
な
く
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
茂

ふ
た

旧
ル
童
ク
ラ
ブ
入
会
募
集
の
蓋
を
開
け
て
み
れ

ば
定
員
に
満
た
な
い
状
況
。
意
外
な
結
果
で
し

た
。
数
年
前
、
「
働
く
女
性
の
た
め
に
は
、
必

要
な
施
設
」
と
数
百
人
が
署
名
し
た
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
の
で
、
定
員
オ
ー
バ
ー
に
な
り
苦

情
が
出
る
の
で
は
と
私
自
身
は
予
想
し
て
い
ま

し
た
。
署
名
し
た
時
が
最
も
必
要
な
時
で
あ
っ

た
と
し
て
も
極
端
な
反
応
に
驚
き
で
す
。
ヒ
ロ

．

ンス
へ
ん
し
ゆ
｝
っ
て
点
字
よ
｝
フ
）

演時間。

6時30分

2 ：50、

''9
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・大滝。

白く泡立つ清流が

三段の岩肌をかけ降りる

道路改良工事が進む県道高萩塙線。若栗方面に向か

い、工事のとぎれた旧道を登って間もなく、道路に沿

うようにして左側に大きな滝が現れます。周囲に大き

な音を響かせて威風堂々と流れ落ちる滝。これが大滝。

ぶつかりあって白く泡立つ清流は、三段に落ちる段

数に合わせて|可じ数の流れをつくり、岩肌を覆う苔の

緑と鮮やかなコントラストを浮かび上がらせています。

これからの季節、その姿は周囲の木々から伸びる青

葉に隠れ、流れ落ちる音だけが| 11間地のドライブにひ

とときの涼を運んできます。
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至下君田
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この欄に掲載するために、みなさんが写した滝の写真をお

寄せください。 （説明などの文章の有無は問いません）

○連絡先：市役所秘書課広報広聰係まで
大滝；‘／

jl
二一

〆

…～

蔀證豈ゞ
主要地方道日立いわき線 ’

2蕨衛蝸

至北茨城市

L
､ー

瀞雪蝋＝
一

／1

1

1

I‐■■■l■■■■■ﾛ■■＝噸

IIIIIIIIIMMwIIImmwIWi$!

B限”鰐

1ﾙﾘ! 辨
雌戦. ､ 1 - 卿繊識辨W Ⅷ

や

全

ｰ…

§羅溌蕊…篭
｜ 丹野江里さん

（6年：下手綱）

缶約1万個を使って大

「ありがとう松小」と

が描かれていました。

ましたが、卒業生の願

灘講#識

織辮撫蕪

篝懸縦藤艤
書かれ、川や山

入学式の前に、

いを引き継いで

きれいなまちづ

思っています。
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